
地域子育て支援セン
ター事業

乳幼児の保育に関する相談に応
じ、必要な情報の提供及び助言を
行うとともに、子育てサークルへ
の支援等を行う。

児童支援 １カ所
１カ所
延８，４８５人利
用

Ｂ　事業内容をほぼ
達成した（80%）

満３歳で就園する子、各園の未就学
教室に通う子も多くなり、前年度よ
り利用者が減ってしまう。

親子で楽しく過ごせる場、行事の見直し
や、新しい行事なども増やすなど､親の
ニーズにあった開放を行っていきたい。

継続

エンゼルサポート１
２０

２歳未満の乳幼児を育てている子育て
世帯を応援するため、おむつ用ごみ袋
を支給、申請は１回。月５枚を基本に
最高１２０枚を支給。

保健福祉
支給137人
15,670枚

Ａ　事業内容を達成
した（100%）

おむつ用ごみ袋を支給することによ
り、子育て世代の経済的負担の軽減
が図られた。

今後も継続的に実施することにより経済
的負担を軽減し、子育て支援を図ってい
く。

継続

子育てガイドブック
発行

保育サービスや公共施設、保育
所、公園などの子育て関連情報を
親や地域に的確に提供する。

児童支援
28年度、内容改
訂し発行予定

内容の改訂準備
Ｂ　事業内容をほぼ
達成した（80%）

平成２８年度に内容を改訂し発行す
る。

子育て中の方々に、役立ててもらえるよ
う配布する。　またホームページの改訂
も行い活用してもらう。

継続

インターネットによ
る子育ての情報提供

保育サービスや公共施設、保育
所、公園などの情報を携帯電話や
インターネットを利用して親や地
域に的確に提供する。

児童支援 実施
Ａ　事業内容を達成

した（100%）
行事等を町ＨＰに載せたりして情報
提供を行っている。

継続

しゃきっとプラザの
活用

プレイルームを子育て中の親の居
場所や相談の場として有効活用す
る。

保健福祉
プレイルーム利用数

1,253組
延べ人数 3,032人

Ａ　事業内容を達成
した（100%）

子育て中の親子の居場所や交流の場
として活用されている。

施設、備品等の計画的な更新 継続

地域子育て支援セン
ター事業

乳幼児の保育に関する相談に応
じ、必要な情報の提供及び助言を
行うとともに、子育てサークルへ
の支援等を行う。【再掲1-1-1】

児童支援

子育てカレンダーの
配布

町民全体が子育てを応援するとい
う観点から、３１編の標語を掲載
した日めくりカレンダー（通年使
用可）と、子育て関係の行事や緊
急連絡先等を記載し、第１子の新
生児訪問時に保健師を通じて母親
に配布する。

社会教育
平成27年度
260部作成

Ａ　事業内容を達成
した（100%）

社会教育活動奨励員との協議により
カレンダー掲載内容の見直し（事業
の統廃合に伴う修正加筆、新規施設
等の情報掲載）を行った。地域の
方々が本町全体の子育てを応援して
いるという観点に立ち、今後も保健
師を通じて配布を継続したい。

日めくりカレンダーとして第１子を出産
した母親へ配布しているが、今後はカレ
ンダーの標語等を町ホームページへ掲載
するなど、幅広い世代に向けた情報提供
を進める。

継続

びほろっ子プレイガ
イドの配布

主として小学生を対象とした体験
事業の紹介、また事業実施に伴う
参加者募集の情報を毎月１回（月
初め）に広報誌として配布する。

社会教育
月1回発行

別に年間行事予定
発行

Ａ　事業内容を達成
した（100%）

社会教育関係グループやその他子ど
もの事業の周知について確実に行え
ている。ただし、近年子どもに関す
る事業が多く紙面の工夫が必要と
なっている。

今後も子どもの事業の情報紙として継続
的に発行を行っていく。
さらに、紙面の工夫により充実を図って
いきたい。

継続

妊婦の健康支援

安心・安全な妊娠出産ができるよう妊
婦一般健康診査にかかる費用を助成す
るとともに交通費を助成することによ
り母体・胎児の健康確保を図る。

保健福祉 助成128人
Ａ　事業内容を達成

した（100%）

妊婦一般健康診査にかかる費用を助
成し妊婦及び胎児の健康管理の充
実、経済的負担の軽減が図られた。

妊娠届け出時に喫煙率が高い傾向がわか
り改善にむけて妊婦に啓発していく。

拡大

・妊婦一般健康診査にかかる費用に加
え、出産のための通院にかかる費用を助
成する。
・産後1ヵ月健康診査を受診するための
費用を助成する。

1－1－1　子育て支援サービスの充実

1－1－2　子育て情報提供、相談体制の充実

（２）　母子の健康確保及び増進

1－２－1　母子保健の充実

事業の評価、改善事項等 課題、今後に向けての改善事項等
今後の

事業方針
事業方針の内容（未実施・廃止・
中止の理由、追加・拡大の内容）

１　地域における子育てへの支援

（１）　地域における子育て支援サービスの充実

27年度実績 事業達成度事業名 具体的事業内容
担当
ｸﾞﾙｰﾌﾟ

事業量、目標
達成予定年度

子ども・子育て支援事業計画の個別進捗状況について
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事業の評価、改善事項等 課題、今後に向けての改善事項等
今後の

事業方針
事業方針の内容（未実施・廃止・
中止の理由、追加・拡大の内容）

27年度実績 事業達成度事業名 具体的事業内容
担当
ｸﾞﾙｰﾌﾟ

事業量、目標
達成予定年度

子育 て世 帯禁 煙サ
ポート事業

子育て世帯の喫煙者に対する禁煙を推
進し、たばこの害から妊婦・子どもの
健康を守る。禁煙治療費の2分の1を助
成する（上限1万円）

保健福祉 助成３人
Ａ　事業内容を達成

した（100%）

禁煙の必要性は理解していても、実
際に治療を開始する人が尐ないのが
現状である。

母子健康手帳交付時や乳幼児健診、各種
イベント等で事業の周知を行う

継続

新生児等訪問指導
新生児と保護者を対象に発育や発
達に関する相談、育児相談、健診
や予防接種の説明など行う。

保健福祉 119件
Ｂ　事業内容をほぼ
達成した（80%）

家庩訪問により、母子の健康の保持
増進、育児不安の軽減に努めた

育児不安をもつ母親への支援を継続する 継続

乳幼児相談

健やかな子どもを育てるために、
母親の相談に応じ、乳幼児の健康
保持増進を図り、育児を応援す
る。

保健福祉 12回 12回
Ｂ　事業内容をほぼ
達成した（80%）

保護者の相談に応じるなど、乳幼児
の健康増進と育児不安の軽減を図る
よう支援した

子どもの発達や育児不安を抱える保護者
に対する支援は、個々に合わせた丁寧な
対応が必要となる。

継続

乳児健康診査

発達の著しい乳児に対し集団健診
を実施し、異常の早期発見、離乳
食指導、育児指導を行い、乳児の
健康保持・増進を図る。

保健福祉 12回 12回
Ａ　事業内容を達成

した（100%）

出生数の減尐により、4か月と10か
月健診を同時に実施することとし
た。同時に健診をすることでの混乱
はなかった。

育児教室などの育児支援サービスや家庩
訪問など、健診後のフォローも必要時実
施する

継続

１歳６か月健康診査

運動機能、精神発達、聴覚などの
異常の早期発見、助言、育児・栄
養・歯科指導を行い、幼児の健康
保持・増進を図る。

保健福祉 9回 10回
Ａ　事業内容を達成

した（100%）

回数を増やすことで、1回の受診数
にゆとりができ、保護者に対して丁
寧に対応することができた。

育児不安や発達に心配をもつ保護者が増
えており、育児教室や訪問等で健診後も
必要な支援を継続する

継続

発達支援教室

ことばの遅れや多動など、幼児期
における発達やかかわりについ
て、小集団の親子遊びのなかから
学ぶ。

保健福祉 2回 2回
Ｂ　事業内容をほぼ
達成した（80%）

保護者が児の特性を理解し、児に合
わせたかかわりを学ぶことができ
た。親同士の交流のなかから育児状
況について共有することができた。

教室終了後も発達支援を受けたいという
保護者のニーズが多い。

継続

３歳児健康診査

幼児期における疾病、視聴覚の異
常、精神・運動の発達遅滞児など
の早期発見を行い、幼児の健康保
持・増進を図る。

保健福祉 9回 10回
Ａ　事業内容を達成

した（100%）

回数を増やすことで、1回の受診数
にゆとりができ、保護者に対して丁
寧に対応することができた。

育児不安や発達に心配をもつ保護者への
対応を丁寧に行っていく。保育園などと
連携し、未受診者対する働きかけや状況
把揜に努める。

継続

５歳児相談
集団生活を行う中で築かれる社会
性の発達、自己統制力の発達の確
認を行い必要な支援を図る。

保健福祉 13回
Ｂ　事業内容をほぼ
達成した（80%）

家族や関係者が児の特徴や対応方法
について理解することができた。支
援機関につながったケースもある。

就学に向け、関係機関との共有や引き継
ぎの機会を増やしていく

継続

移動総合相談

専門機関による発達遅滞児の相
談、発達状態の確認、福祉制度実
施のために必要な判定の機会の確
保を図る。

保健福祉 8回 8回
Ｂ　事業内容をほぼ
達成した（80%）

児童相談所の職員による発達相談を
実施。福祉制度の実施のために必要
な判定の機会を提供できた。

今後もこども発達支援センター等と連携
しながら、相談・支援していく。

継続

食育学習機会の提供

夏休みなどを利用した親子調理教
室の開催やレシピなどの情報提
供、食生活に対する学習機会を提
供する。

保健福祉
小学校児童対象

食育教室
2回　20人

Ｂ　事業内容をほぼ
達成した（80%）

各料理教室は定員に近い参加を得た。
親の学習機会については子育て支援セ
ンターにおけるポスター展示等の普及
啓発や健康教育で情報提供できてい
る。

引き続き、しゃきっとプラザにおける料
理教室の開催や子育て支援センターへの
情報提供を継続する。

継続

地産地消の推進
安心・安全な食材の提供を目指し
地産地消に取り組む。

学校給食
美幌産米の使用
収穫時～毎月1回
美幌産野菜使用

美幌産米の使用収
穫時～毎月1回　美
幌産野菜使用

Ａ　事業内容を達成
した（100%）

目標を達成することができた。 今後も継続して取り組む。 継続

子ど もチ ャレ ンジ
クッキング

料理を通して地元産物を考えると
ともに、生活で必要な基礎的な技
術を習得する。

社会教育
年２回実施

（７月・２月）
延３５名出席

Ｂ　事業内容をほぼ
達成した（80%）

参加対象となる子どもたちに本事業の
存在が定着しつつあることが大きい。
定員に近い申込もあり、事業の目的を
対象者に伝えることができた。

調理内容の幅を広げて事業内容を工夫す
るなど、関係団体とさらに協議を行い事
業を充実させたい。

継続

思春期保健対策の充
実

思春期の身体を守る正しい知識と
情報伝達のため学校等と連携をと
り、学習機会や相談体制の充実、
医師・保健師の講座を開催する。

保健福祉 小学生164人
Ａ　事業内容を達成

した（100%）
学校と連携しながら、薬物・喫煙に
ついて健康教育を実施できた。

今後も実施継続に向けて学校と連携して
いく

継続

薬物、喫煙防止等活
動の推進

薬物乱用や喫煙防止のための教
育、指導活動を推進する。

保健福祉 小学生164人
Ａ　事業内容を達成

した（100%）
学校と連携しながら、薬物・喫煙に
ついて健康教育を実施できた。

今後も実施継続に向けて学校と連携して
いく

継続

1－２－２　食育の推進

1－２－３　思春期保健対策
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事業の評価、改善事項等 課題、今後に向けての改善事項等
今後の

事業方針
事業方針の内容（未実施・廃止・
中止の理由、追加・拡大の内容）

27年度実績 事業達成度事業名 具体的事業内容
担当
ｸﾞﾙｰﾌﾟ

事業量、目標
達成予定年度

産婦 人科 医師 対策
(助産師相談の充実)

産婦人科医師の確保に最大限に取
り組む。助産師によるきめ細やか
な相談体制の充実。

町立病院 (27年度） 未実施
Ｅ　着手できなかっ
た

　産婦人科医師が配置されるまでエ
ントリーネットで対応している状
況。

　全国的な課題であり困難なことではあ
りますが、引き続き産婦人科医師の確保
に努めたい。

継続

妊婦エントリーネッ
ト　１１９

事前に妊婦情報を届出・登録され
ると、緊急性があると判断したと
きに出産予定医療機関へ、救急車
を出動させて妊婦を搬送する。

消防署
登録72名

うち、搬送1名
Ａ　事業内容を達成

した（100%）

制度の認知度および登録率は高い傾
向にあり、妊産婦の不安解消に寄与
している

安心・安全なお産を提供できるよう、救
急隊員の周産期ケアに対する研修の継続
と手技等の向上・維持に努める。

継続

家庩・地域の教育力
向上のための学習機
会の充実

各自治会の活性化を促し、「人
材」の掘り起こしと蓄積を行い、
地域ぐるみの見守りの力を向上さ
せる。

社会教育
教育資源リストと
して情報集約し学

校に配布

Ｂ　事業内容をほぼ
達成した（80%）

情報更新が停滞していた人材リストに
ついて運用を含め見直しを行った。今
後多様なメニュー展開ができるよう情
報の収集が必要。

学校との連携により人材の活用にも力を
いれ取組を進める必要がある。
また、人材リストの名称なども検討しよ
り活用できるものとしていきたい

継続

家庩教育学級の開設

町内２幼稚園を核として、子育てにお
ける今日的課題における母親同士の交
流機会を提供。各幼稚園の保護者が主
体的に計画を立案し、実施・運営して
いく。

社会教育
全12回

延べ838名参加
Ａ　事業内容を達成

した（100%）

意欲的な保護者役員による運営によ
り予定していた事業をほぼ実施する
ことができた。学習の中から自主的
なサークル活動が生まれるなど新し
い展開もみられた。

共働き世帯が増えてきており、配慮した
事業展開が必要である。
また、託児の要望が多くなっておりボラ
ンティアの調整を行うと共に、託児に関
する一定の基準を設けるよう検討する。

継続

コミュニティスクー
ルの充実

事業・イベントの開催・運営主体に地
域住民が参画し､取り組む。異年齢の
ふれあう機会につながり、経験や伝
統、知識等を子どもたちに伝えるため
の体験機会となる。

社会教育 ３小学校区で開設
Ｂ　事業内容をほぼ
達成した（80%）

各校区で主体的な取り組みを進めて
いただいた。各小学校区を中心に地
域の子どもは地域で育てるという意
識の醸成につながっている。

事業内容の充実を社会教育Ｇと情報交換
をしながら進める。

継続

子ども参画行事の推
進

事業・イベントの開催・運営主体
に小中高校生が参画し、取り組
む。

社会教育 高校生対象に随時
Ｃ　一定程度実施で

きた（50%）

高校生リーダーつみきサークル事業
を中心にリーダー層の育成を行い、
様々なイベントに参画するきっかけ
を作ったが、会員数が減尐してお
り、対策が必要である。

美幌高等学校との連携により、高校生の
リーダーを安定的に養成していけるよう
に調整を行っていく。
高校生への呼びかけ方法を検討すると共
に、学校行事・テストと活動の重複を避
けるよう年間スケジュールを作成し、継
続実施する。

継続

子どもちょっと体験
教室

職業体験など社会性に留意した体験活
動の機会の充実を目指し、自ら進んで
興味・関心を持ち、体験できるような
新鮮で意義あるプログラムの提供を行
う。

社会教育

列車乗車体験1回
参加者28名

大工体験
参加者１１名

Ｂ　事業内容をほぼ
達成した（80%）

社会生活に密着したものとして「列
車」の乗車体験を実施すると共に、
職業観を育む目的から「大工」体験
を実施し、社会性に留意した取組を
すすめることができた。

列車の乗車体験は今回で8回目となるが
依然要望が高く継続すると共に、他の公
共交通機関における実施も検討する。そ
の他職業観を養う体験も継続していきた
い。

継続

おもしろキッズ共和
国

参加対象である小学生自らがプロ
グラムを立て実施。自発性を促
し、様々な体験活動に興味・関心
を抱く子どもの育成を図る。

社会教育
全9回

延べ242名参加
Ｂ　事業内容をほぼ
達成した（80%）

異年齢のグループにより、自分たち
でプログラムを考え実施する取組を
実施することができた。
相手を思いやるなどボランティアに
つながる学習の実施が課題である。

9回の実施はプログラム間に時間が尐な
くしっかりと組み立てたプログラムと必
ずしもならなかった。実施回数と内容の
見直しが必要である。

継続

放課後児童健全育成
事業(学童保育所)

保護者が、昼間就労などにより保
育ができない小学生の児童を対象
に、適正な遊び及び生活の場を与
え、児童の健全育成を図る。

児童支援
３カ所

(27年度）
　１５０人

３カ所
148人

（最大在籍時）

Ａ　事業内容を達成
した（100%）

共働き家庩など、保育が出来ない
児童の預かりを実施出来た。

小学6年生までの受入について（場所） 継続

わんぱく教室
親と子のふれあいを深め、参加者
相互のコミュニケーションを図
る。

社会教育 未実施
Ｅ　着手できなかっ

た
廃止

平成２７年度以降、主管サークル
の解散に伴い事業を廃止した。

びほろっ子ワクワク
通学合宿

異なる学校や学年の子どもたちが、親
元を離れ、１週間ほど集団で宿泊しな
がら学校へ通学することにより、異年
齢の集団活動や生活体験活動を行う。

社会教育
5泊6日で実施

9名参加
Ｂ　事業内容をほぼ
達成した（80%）

青尐年育成専門推進員、生涯学習推進員の
協力により、学習サポートの体制を作りあ
げることができた。参加人数が定員に対し
て半分程度であったことが課題である。

参加者募集については、複数回に分けて周知
をしていきたい。子どもたちの変容をとらえ
るためのアンケートの実施を行い、他の事業
も含め参考としていく。

継続

1－２－４　産婦人科医療対策

（３）　家庩や地域の教育力の向上

1－３－1　学習機会の充実

1－３－２　子どもの生きる力の育成

（４）　児童の健全育成

1－４－1　青尐年健全育成活動の推進
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事業の評価、改善事項等 課題、今後に向けての改善事項等
今後の

事業方針
事業方針の内容（未実施・廃止・
中止の理由、追加・拡大の内容）

27年度実績 事業達成度事業名 具体的事業内容
担当
ｸﾞﾙｰﾌﾟ

事業量、目標
達成予定年度

おもしろ科学の祭典
inびほろ

自然科学の不思議さ、楽しさなどを体
験するとともに、子どもから大人まで
科学実験を通して、互いにふれあい、
人と人とのつながりの大切さなどを感
じ取る機会とする。

社会教育
年1回

298名参加
Ｂ　事業内容をほぼ
達成した（80%）

東陽小学校で実施し、小学校のPTAから
も協力をいただき科学のたのしさと人と人
との交流を実施することができた。
実行委員の減尐が課題である。

実行委員会の構成メンバーが減尐傾向にある
こと、事前の会議・準備の人不足が課題と
なっており、広く声かけをすると共に、様々
な機関・団体に協力を呼びかけていきたい。

継続

子ど もチ ャレ ンジ
クッキング

料理を通して地元産物を考えると
ともに、生活で必要な基礎的な技
術を習得する。【再掲１－２－
２】

社会教育

子ども対象サークル
開設講座

マナビティーセンター利用サークルの
主管により、親子や子どもの体験の場
を拡充するとともに、地域人材と子ど
もがふれあう機会を作る。

社会教育 4組8名
Ｃ　一定程度実施で

きた（50%）

親子陶芸教室を実施したが、その他
は実施に至っていない。親子で体験
できる事業をサークルと連携し実施
していきたい。

子どもたちにとって有益な事業となるよ
うに、夏休みや冬休み時期に手工芸の事
業を実施するなど、サークルと連携し取
り進めていきたい。
マナビティーセンターを利用している
サークルへの呼びかけを強化し、実施j
事業数の増加へむけて協議を進める。

継続

キッズカルチャーク
ラブ

土曜日の休日を活用し、地域人材
による子どもの体験活動の機会を
拡充する。

社会教育
４団体指導

延240名参加
Ｂ　事業内容をほぼ
達成した（80%）

文化的な体験について土曜日を活用
し提供する事ができている。

新規内容のクラブ開設に至らなかったこ
とから、マナセン利用サークルを中心に
開設の奨励を強化していきたい。

継続

学校週５日制に伴う
学校開放事業「サタ
☆スポ」

学校週５日制に伴うスポーツ活動
の場を提供する。スポーツの楽し
さを理解してもらいスポーツの日
常化を図る。

スポーツ振興

市街３小学校
年５回

各館定員なし

年4～5回
美小　 ７０名

東陽小　３７名
旭小　８２名

Ｂ　事業内容をほぼ
達成した（80%）

土曜日の休日に体育館を開放し、子
ども達の主体性を持った活動を行う
ことができた。

地区によっては、利用人数に差が生じて
おり、参加者増加に向け周知を工夫する
必要がある。

継続

高校生短期交換留学
美幌高校とケンブリッジ高校の相
互交換留学を実施し、語学修得と
学校間交流を促進する。

まちづくり
１回

定員　２名
１回

定員　２名
Ａ　事業内容を達成

した（100%）

異文化体験を通して、交流推進と人
材育成が図られた。また、留学事業
を広く町民に知ってもらうため、留
学期間中に生徒が撮った写真を使用
し、パネル展を行った。

更なる交流推進と語学習得を深めるた
め、留学期間を今よりも長くする必要が
ある。

継続

田んぼの学校推進事
業

農業農村整備事業で整備した農地
と土地改良施設への理解を深め、
人材育成、都市と農村の交流、人
間と自然の共生につなげる。

耕地林務 定員　５０名

年４回実施（田植、観
察会、稲刈、収穫祭）

・子供６９名参加
　延１２３名参加

Ａ　事業内容を達成
した（100%）

水田や水路、ため池などを、遊びと
学びの場として活用し、自然と人と
の関わりを学ぶことができた。

新規参加者の拡大。 継続

みどりの森 親子ふ
れあい農園

親子が仲良くふれあいながら専門
家の指導のもと年間を通して農園
で農作物づくりを体験する。

みどりの
村

振興公社
平成26年度で終了

Ａ　事業内容を達成
した（100%）

廃止
事業の役割は終わったとの判断に
より平成２６年度を以て事業終了

みどりの森 元気の
森事業

元気の森を活動エリアとして、子ども
とその保護者などの大人たちにより、
乳幼児から児童・生徒、大人にまで森
林体験の楽しさの普及啓発を図る。

みどりの
村

振興公社

炭作り森林散策21
名・赤ちゃん誕生
記念植樹１８組６
３名

Ｂ　事業内容をほぼ
達成した（80%）

炭作り森林散策で樹木の看板設置を
行った。赤ちゃん誕生植樹は、植栽
箇所に限りがあるためあと数年しか
実施できない。

事業実施にあたっての事前準備等に携わ
るスタッフの不足。関係団体等との事業
連携。

継続 事業内容の検討が必要

教育専門相談

児童生徒の悩み、家庭での教育に
ついて幅広い相談を受ける。教育
全般相談員１名 不登校相談員１
名

学校教育 2名配置 2名配置
Ａ　事業内容を達成

した（100%）

児童生徒や保護者へ教育に関わる専
門的なアドバイスが行われている。
また、引きこもりや不登校の改善な
どの効果が表れている。

相談員の活動に対する周知に努めてはい
るものの、認知度が低いと思われる。更
なるＰＲと専門知識の研鑽に努めてい
く。

継続

尐年尐女バトミント
ン教室

スポーツ振興
年５回

定員　２０名
年　５回

１５名延　６４名
Ｂ　事業内容をほぼ
達成した（80%）

指導体制も行き届き、参加者へバド
ミントンの楽しさを伝えることがで
きた。

年々、参加者が増加している半面、継続
活動に繋がりがない状態である。協会独
自で尐年団を発足できるようにするなど
協会と話合いが必要。

継続

尐年尐女スケート教
室（ジュニアスピー
ドスケート教室に名
称を変更）

スポーツ振興 定員　２０名
年　５回

２５名延１１１名
Ｂ　事業内容をほぼ
達成した（80%）

一人で氷の上に立てなかった子ども
も、終了時には一人で立てるように
なり、滑ることを楽しんでいた。

スケートシーズンと重なっており指導者
の確保が難しい。協会との調整を図り、
開催日時などを検討する。

継続

ジュニアスノーボー
ド教室

スポーツ振興 定員　２０名
年５回

　２７名延　１１
０名

Ｂ　事業内容をほぼ
達成した（80%）

用具の調整や安全に配慮するための
ルールやマナーの指導を図るととも
に、スノーボードの技術が向上し
た。

学校や報道関係から開催を周知し、
参加者を募る。

継続

ジュニアクロスカン
トリースキー教室

スポーツ振興 定員　３０名 実績なし
Ｅ　着手できなかっ

た

年度ごとに実施種目を選考してお
り、平成２７年度は実施しなかっ
た。

未実施
年度ごとに実施事業を選考してい
るため。

スポーツ活動を積極的に進めるた
めに、適切なブログラムに基づい
たスポーツ教室を開設し、継続的
にスポーツ活動体験させることに
よって、スポーツの日常化を促進
するとともに、スポーツ団体、グ
ループなどの組織育成を図る。
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事業の評価、改善事項等 課題、今後に向けての改善事項等
今後の

事業方針
事業方針の内容（未実施・廃止・
中止の理由、追加・拡大の内容）

27年度実績 事業達成度事業名 具体的事業内容
担当
ｸﾞﾙｰﾌﾟ

事業量、目標
達成予定年度

ラッコ水泳教室 スポーツ振興 定員　６０名
年６回

４２名延１２０名
Ｂ　事業内容をほぼ
達成した（80%）

年代に応じ、３回ずつの指導を行
い、凝縮された指導内容から上達し
た子どもも多く、水泳を楽しむ子ど
もが増えた。

指導者が尐なくなってきていることか
ら、指導者の確保が困難になってきてい
る。参加人数の調整など検討が必要。

継続

アイガモ水泳教室 スポーツ振興 定員　１５名
年６回

１７名延８８名
Ｂ　事業内容をほぼ
達成した（80%）

幼児のみの水泳教室を開催し、水慣れ
から泳法の基礎を教えることができ
た。最後には、１人でけのびをするこ
とができた子どもがおり成果が出た。

指導者が尐なくなってきていることか
ら、指導者の確保が困難になってきてい
る。参加人数の調整など検討が必要。

追加

サッカー教室 スポーツ振興 定員　５０名
年５回

１９名延７８名
Ｂ　事業内容をほぼ
達成した（80%）

小学生低学年を対象にサッカーの
ルールや技術を習得し、サッカー
に興味を持ってもらうことができ
た。

サッカーの人数も減尐傾向にあるこ
とから、教室参加者から尐年団へ入
団するきっかけづくりを図る。

継続

ペタンク教室 スポーツ振興 定員　２０名 実績なし
Ｅ　着手できなかっ

た
参加人数が尐なく中止した。

学校や報道関係を通じて教室の開催を周知する
とともに、ペタンクに興味・関心を持ってもら
えるよう本町にいる世界レベルで活躍する選手
から指導を受けられる機会とすることで参加者
の増加を図る。

継続

剣道教室 スポーツ振興 定員　２０名
年５回

７名延３０名
Ｂ　事業内容をほぼ
達成した（80%）

剣道の基礎となる動作を習得させる
ことができた。教室終了後に、尐年
団へ入団する子どもがいた。

学校や報道関係から開催を周知し、
参加者の増加を図る。

追加

幼児体力テスト・運
動実技指導

幼児の体力傾向を探り、運動を処
方する。

スポーツ振興
町内幼児

体力測定
年２回　春季～８

４名
秋季～８３名

Ｂ　事業内容をほぼ
達成した（80%）

体力測定の結果を測定した子どもへ配
布するとともに、結果を各保育園・所
で活用し、体力向上の参考となった。

保育園・所で、それぞれの対象に応じた
適切な指導や教材を提供し、子どもの体
力向上へ繋げる工夫が必要。

継続

水泳技能検定
水泳の継続的活動を促進し、技
術・体力の向上及びチャレンジす
る意識の高揚を図る。

スポーツ振興 年２回
年　１回

　　３９名
Ｂ　事業内容をほぼ
達成した（80%）

水泳尐年団を中心に泳力検定を実施
し、個々の水泳技能向上に繋がっ
た。

目標に向かう意識の高揚を図るため、参
加する子どもの練習強化や目標を定める
工夫をする。

継続

親子で親しむスポー
ツ等の実施

親子で参加する運動、スポーツの
機会を通して家族間の交流を図
る。

スポーツ振興 実績なし
Ｅ　着手できなかっ

た

幼児期に水中運動へ親しむ事業を別
に開催したため（アイガモ水泳教
室）。

廃止
平成２８年度は実施しないため廃
止する。

スポーツ尐年団育成
スポーツ尐年団の活動援助と結成
促進。

スポーツ振興 １８団体 １８団体
Ａ　事業内容を達成

した（100%）
昨年度より１団体増加し、１８団体
となった。

スポーツ尐年団の入団数増加だけでな
く、指導者育成に対し、講習会の開催等
を開催して指導者の資質向上を図ること
が必要。

継続

中３体力講習

中学３年生を対象にトレーニング
器具の使用方法やマナーを学ぶと
ともに、大学講師の専門講話から
競技力や体力向上を図る。

スポーツ振興 年５回
年 各５回

２１名延８７名
Ｂ　事業内容をほぼ
達成した（80%）

日赤北海道看護大教授である山本憲志
准教授を招聘し、トレーニング理論や
体力向上における専門的な知識を学ぶ
ことができた。

大学教授からの専門的な理論や講話を取
り入れ、トレーニングに興味が湧くよう
な事業を引き続き実施する。

継続

高校生トレーニング
教室

高校生を対象にトレーニング器具
の使用方法やマナーを学ぶととも
に、大学講師の専門講話から競技
力や体力向上を図る。

スポーツ振興 年５回
年 各５回

２１名延７７名
Ｂ　事業内容をほぼ
達成した（80%）

日赤北海道看護大教授である山本憲
志准教授を招聘し、トレーニング理
論や体力向上における専門的な知識
を学ぶことができた。

中３体力講習と同様大学教授を招聘し、よ
り専門性の高い指導を行うことで、競技力
向上や運動の習慣化を図る機会にすること
ができた。

継続

Ｂ＆Ｇ会長杯町民水
泳大会

大会を通して、水泳の普及振興を
図るとともに町民の健康・体力の
保持増進と相互の親睦交流を図
る。

スポーツ振興 年１回
年　１回

　　　６２名
Ｂ　事業内容をほぼ
達成した（80%）

美幌水泳協会が運営の中心となって
大会が開催され、水泳愛好者の記録
更新が図られた。

Ｂ＆Ｇ海洋センターを利用する常連者へ
の参加を呼びかけ、水泳愛好者の増加を
図る。

継続

わんぱくスポーツ教
室

土曜日の休日を利用し、身体活動を通し
て異年齢の交流と協調性や創造力を高
め、スポーツを楽しみながら健康体力づ
くりの積極的な取り組みを促進する。

スポーツ振興 実績なし
Ｅ　着手できなかっ

た

本事業の実施回数を増やすとともに、スポーツ
団体と連携を図りながら多種目の運動が体験出
来る通年事業としてスポーツクラブの新規事業
と統合したため。（アクティブ・キッズビート
スポーツ教室）

廃止
アクティブ・キッズ・ビートス
ポーツ教室へ統合したため廃止す
る。

アク ティ ブ☆ キッ
ズ・ビートスポーツ
教室

生涯にわたって心身ともに健康で
豊かな生活を送るために、幼尐期
における運動へ親しむ基礎を育
み、子どもの発育発達へ繋げる。

スポーツ振興
年間事業

月２回
年３７回

３１名延７５８名
Ｂ　事業内容をほぼ
達成した（80%）

年間を通じて４８種目の運動・ス
ポーツ活動をしながら、身体を動か
す楽しさを伝えるとともに、運動の
習慣化と体力向上が図られた。

年間多種目の運動へ親しむため、各ス
ポーツ団体と連携を図り、スポーツ体験
事業を実施する。

追加

チャレンジキッズス
ポーツ教室

発育発達の著しい幼児期に身体を
動かすことによって、健康・体力
の保持増進を図り、生活習慣や人
間形成を身につけさせる。

スポーツ振興 定員　３０名 実績なし
Ｅ　着手できなかっ

た

文科省の事業で実施しており、平成
２７年度は実施していないため、事
業を中止した。

廃止
今後、文科省の採択を受ける機会
がないため、廃止する。

スポーツ活動を積極的に進めるた
めに、適切なブログラムに基づい
たスポーツ教室を開設し、継続的
にスポーツ活動体験させることに
よって、スポーツの日常化を促進
するとともに、スポーツ団体、グ
ループなどの組織育成を図る。
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事業の評価、改善事項等 課題、今後に向けての改善事項等
今後の

事業方針
事業方針の内容（未実施・廃止・
中止の理由、追加・拡大の内容）

27年度実績 事業達成度事業名 具体的事業内容
担当
ｸﾞﾙｰﾌﾟ

事業量、目標
達成予定年度

キッ ズ☆ ビー トス
ポーツ教室

発育発達の著しい幼児期に身体を
動かすことによって、健康・体力
の保持増進を図り、生活習慣や人
間形成を身につけさせる。

スポーツ振興 定員　３０名
年８回

　３３名延２４０
名

Ｂ　事業内容をほぼ
達成した（80%）

幼児期に遊びや運動を経験させると
ともに、身体を動かす楽しさを伝え
ることができた。

幼児期におけるスポーツ事業も、類似し
た事業があることから、事業を一本化す
るとともに、幼児指導における指導者の
資質向上を図る必要がある。

継続

感動体験スポーツ研
修

町外から離れ、普段体験できない
自然体験活動や異年齢との集団生
活を通して、連帯感・責任感・積
極性・自立性を養う。

スポーツ振興 定員　３６名
年１回

　　２４名
Ｂ　事業内容をほぼ
達成した（80%）

親元を離れ、様々な体験と集団生活を通じ
て、楽しさ、辛さ、忍耐等を養うととも
に、親への感謝の気持ちを感じてもらい、
人間的に成長するきっかけをつくることが
できた。

開催日時において、町の事業や大会など
と重なり、参加者が減尐しているため、
日程の調整が必要である。

継続

おはなしのへや(幼
児・児童・父母)

豊かな人間性を育て、読書への関
心を芽生えさせるための絵本・紙
芝居の読み聞かせを実施する。

図書館
月２～３回

（第1･3･5木
曜）

年１７回
延１０７名

Ａ　事業内容を達成
した（100%）

予定通り実施できた。
利用者が減尐してきており、今後さらな
る事業のＰＲが必要である。

継続

絵本とあそぼ！(乳
幼児・父母)

乳幼児を対象としたお楽しみ会、
読み聞かせ会を行う。

図書館
月２回

（第2･4木曜）
年２３回

延２２３名
Ａ　事業内容を達成

した（100%）
予定通り実施できた。 多くの町民に利用して欲しい。 継続

保育園読み聞かせ巡
回

ボランティアの協力を得て、保育
園において読み聞かせの巡回を行
う。

図書館 月２回
町内２カ所

年１９回
Ａ　事業内容を達成

した（100%）
予定通り協力を得て実施された。 継続

子ども映画会

映画鑑賞を通じて、日本及び世界
の文学を理解するとともに、親子
のコミュニケーションの素材を提
供する。

図書館 年１２回
年１２回

延１０１名
Ａ　事業内容を達成

した（100%）
予定通り実施できた。

利用者が減尐してきており、定期開催か
ら要望に応じた随時開催へ切り替える。

継続

おはなしと工作の広
場

学校週５日制に伴い、子ども達が
お話や工作を通して手作りの楽し
さや物語の世界にふれる場として
教室を実施する。

図書館 年４回
年４回

延１５名
Ａ　事業内容を達成

した（100%）
予定通り実施できた。

利用者が減尐してきており、今後さらな
る事業のＰＲが必要である。

継続

手づくり絵本講習会
手づくり絵本を作る楽しさを普及
するため、講座を実施する。

図書館 年１回
年１回
１１名

Ａ　事業内容を達成
した（100%）

予定通り実施できた。 多くの町民に利用して欲しい。 継続

学級文庨 学級単位で団体文庫を設置する。 図書館 市街３小学校 市街３小学校
Ａ　事業内容を達成

した（100%）
予定通り実施できた。 継続

おはなし文庨
１セット５５冊として期間中、月
１回巡回配本する。

図書館
季節保育所

年１２回
季節保育所

年１２回
Ａ　事業内容を達成

した（100%）
予定通り実施できた。 継続

幼稚園文庨
幼稚園児を対象とした図書を毎月
１回配本する。

図書館
幼稚園２カ所

年１２回
幼稚園２カ所

年１２回
Ａ　事業内容を達成

した（100%）
予定通り実施できた。 継続

読書感想文コンクー
ル

児童生徒の読書力、表現力の向上
を目的として小中学校及び学校図
書館協会との連携のもとに感想文
を募集する。

図書館 年１回 年１回
Ａ　事業内容を達成

した（100%）
予定通り実施できた。 継続

児童生徒作品展
展示機能を活用し、学校の協力を
得て児童生徒の作品の発表の場を
提供する。(町内３小学校の輪番)

図書館 年１回 年１回
Ａ　事業内容を達成

した（100%）
予定通り実施できた。 継続

ユニ ット ライ ブラ
リー

図書館と地域を結ぶ拠点として、
毎週土曜日午後に開館する。

図書館 町内２カ所 町内２カ所
Ａ　事業内容を達成

した（100%）
予定通り実施できた。 多くの町民に利用して欲しい。 継続

図書館ボランティア
の日

図書館ボランティアの日を制定
し、図書館内でのボランティア活
動の場を設ける。

図書館 年１２回
年１２回
延５５名

Ａ　事業内容を達成
した（100%）

予定通り実施できた。 ボランティアの拡大を図りたい。 継続
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事業の評価、改善事項等 課題、今後に向けての改善事項等
今後の

事業方針
事業方針の内容（未実施・廃止・
中止の理由、追加・拡大の内容）

27年度実績 事業達成度事業名 具体的事業内容
担当
ｸﾞﾙｰﾌﾟ

事業量、目標
達成予定年度

ブッ クス ター ト・
ブック２(セカンド)

１０ヵ月検診時に乳幼児への読み聞か
せの大切さや、その方法を説明すると
ともに絵本などを配布する。また、小
学生１年生に絵本をプレゼントする。

図書館

ブックスタート
年１２回
ブック２

年１回３小学校

ブックスタート
年１２回１２７名

ブック２
年1回１５８名

Ａ　事業内容を達成
した（100%）

予定通り実施できた。

２８年度より３歳児を加えて「子ども未
来絵本０３６事業」として絵本のプレゼ
ント及び絵本紹介パンフレットの配布を
行う。

拡大

１０ヵ月健診時に乳幼児への読み聞かせ
の大切さや、その方法を説明するととも
に絵本などを配布する。(ブックスター
ト)
３歳児健診時に絵本をプレゼントし、絵
本紹介パンフレットを配布しアドバイス
を行う。(ブック２)
新小学校１年生に絵本をプレゼントす
る。（ブック３）

絵本展示
子ども読書週間に合わせ絵本の展
示・紹介を行う。

図書館 年１回 年１回
Ａ　事業内容を達成

した（100%）
予定通り実施できた。 継続

夏休み子ども自然教
室

動植物の野外観察と絵本づくりを
通して､身近な自然に親しんでもら
う。

博物館
年1回

定員　10名
年　0回

延べ　0名
Ｅ　着手できなかっ

た
実施時期が、他の事業も集中してい
ることもあり、実施しなかった。

定期的には実施せず、必要に応じて実施
したい。

中止
定期的には実施せず、必要に応じ
て実施する。

こどもの日無料開放
柏餅配布、せんべい焼き体験、工
作教室などを通じて、身近に博物
館を感じてもらう。

博物館 年1回
年　1回

延べ　793名
Ａ　事業内容を達成

した（100%）
事業内容は充実していた。 内容充実に努めたい。 継続

冬季作品展
展示機能を活用して、学校の協力
を得て、町内の小中学校の児童生
徒の作品を紹介する。

博物館 年1回
年　1回

入館者として
881名

Ａ　事業内容を達成
した（100%）

事業内容は充実していた。 内容充実に努めたい。 継続

学校教育との連携事
業(旭小学校自然体
験事業)

先生と学芸員との連携による自然
体験事業の実践。学校との連携の
あり方を考える。

博物館 年10回程度
年　7回

延べ　299名
Ａ　事業内容を達成

した（100%）
学校教育と連携した体験授業依頼が
年々増えており、充実している。

内容充実に努めたい。自然体験に限定せ
ず、H28から歴史体験、芸術体験も含
めた事業としたい。かつ、旭小に限ら
ず、全小中学校を対象にした事業名「町
内小中学校との連携し事業」・内容とし
たい。

継続

自然講座（博物館講
座〈自然編〉）

身近な自然をテーマにした講演
会・観察会を通して、美幌の自然
の面白さを知ってもらう。

博物館 年10回程度
年　12回

延べ　278名
Ａ　事業内容を達成

した（100%）
事業内容は充実していた。

内容充実に努めたい。H28より、博物
館講座（自然編、歴史編、芸術編）と事
業名称を変更したい。

継続

子ども工作教室
簡単な電子工作を行い、工作する
面白さを知ってもらう。

博物館
年　1回

定員　10名
年　0回

延べ　0名
Ｅ　着手できなかっ

た
実施時期が、他の事業も集中してい
ることもあり、実施しなかった。

他にモノ作り講座、プチ工房など工作体
験講座があるため、子ども工作教室は、
それらに統合させて効率化を図りたい。

中止

美幌ふるさと祭り
祭りの出店、イベントから暴力団
(関係者)を排除し、青尐年の健全育
成を促進する。

まちづく
り

子供横丁設置。
会場内を禁煙と
し、子供の安全を
確保。

Ａ　事業内容を達成
した（100%）

暴力団を排除したお祭りで、子供達が安心
して楽しめ、子供横丁の設置によりお金を
使わず気軽に子供達が楽しめるお祭りがで
きた。

２４回もの回を重ね、当初目的である暴
力団の資金源根絶・青尐年健全育成の意
識が薄れつつあり、出店者及び来場者に
再度呼びかけていく必要がある。

継続

児童館機能を有する
子ども拠点施設の整
備(コミュニティセ
ンターの充実)

コミュニティセンターに児童館機能を
設け、子育て、発達を移し、児童セン
ターを併設して、子どもをはじめ親子
の居場所づくりに重点的に取り組む。

児童支援 継続
Ａ　事業内容を達成

した（100%）
取り組めている。 内容充実に努めたい 継続

インターネット等利
用環境に関する啓発

インターネットやスマートフォン
等の正しい使い方やルール、マ
ナーについて啓発する。

社会教育
研修会を1回実施

参加者25名
Ｂ　事業内容をほぼ
達成した（80%）

　ＮＴＴドコモから講師を招き、子
どもたちがスマホ・携帯電話を安全
に使うためのルールやマナーについ
て学んだ。

インターネットやスマートフォンについ
ては短いスパンで新しい技術が登場し、
合わせて課題・問題も生じていることか
ら、継続的な取組が必要である。

継続

尐年尐女非行防止運
動標語

町内の小中高校生を対象に､防犯意
識の高揚と青尐年の非行防止を目
的とした標語の募集を実施し、入
選作品１０作品を表彰する。

まちづく
り

小学生対象
２２５点応募

Ａ　事業内容を達成
した（100%）

非行防止の意識を高めることができ
た。

対象学生全てが応募する様工夫が必要。 継続

薬物、喫煙防止等活
動の推進

薬物乱用や喫煙防止のための教
育、指導活動を推進する。【再掲
１－２－３】

保健福祉

1－４－２　青尐年教育施設の整備

1－４－３　子どもを取り巻く有害環境対策の推進
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事業の評価、改善事項等 課題、今後に向けての改善事項等
今後の

事業方針
事業方針の内容（未実施・廃止・
中止の理由、追加・拡大の内容）

27年度実績 事業達成度事業名 具体的事業内容
担当
ｸﾞﾙｰﾌﾟ

事業量、目標
達成予定年度

ひとり親への相談体
制の整備

増加傾向にあるひとり親家庭に対
し、自立支援、就業支援、相談体
制の充実と福祉サービスの情報提
供を推進する。

保健福祉 随時対応
Ｂ　事業内容をほぼ
達成した（80%）

相談があった場合、随時対応してい
る。

今後も相談があった場合、随時対応して
いく。

継続

子ども発達支援セン
ター

発達に心配のある児童、障がいを
有する児童に対し、通園の方法に
より指導を行い、育成を助長す
る。

児童支援
1カ所

定員1日15名
1カ所
59名

Ｂ　事業内容をほぼ
達成した（80%）

療育室が不足しているため新規の利
用希望者の回数を制限することが
あった。

利用者が希望する通所回数の確保。 拡大 療育室の確保

幼児ことばの教室

幼児の健全育成と福祉の増進を図
り、心身ともに健やかに育成され
るよう援助し、必要な指導を行
う。

児童支援
1カ所

定員20名
1カ所
40名

Ｂ　事業内容をほぼ
達成した（80%）

入室希望者を全員受け入れることが
できたが、通室児の回数を制限して
いた。

利用者が希望する通所回数の確保。 拡大 人員と指導室の確保

移動総合相談

専門機関による発達遅滞児の相
談、発達状態の確認、福祉制度実
施のために必要な判定の機会の確
保を図る。【再掲１－２１】

保健福祉

児童虐待防止対策の
充実(関連機関の連
携)

児童虐待を未然に防ぐとともに虐
待に遭った子どもを守るため、関
連機関の連携を密ににし、広報活
動などを行う。

児童支援 継続
Ａ　事業内容を達成

した（100%）
必要に応じてケース会議等情報共
有、または、見守りを行う。

各関係機関との連携を十分行う 継続

しゃきっとプラザの
活用

プレイルームを子育て中の親の居
場所や相談の場として有効活用す
る。【再掲１－１－２】

保健福祉

プレママクラス(妊
娠中からの講座)

妊娠中から子育ての環境づくりに
ついて学習するとともに、仲間づ
くりを行い、子育ての孤立化を防
止する。

保健福祉 9回
Ｂ　事業内容をほぼ
達成した（80%）

多くの妊婦に参加していただけるよ
う、実施内容の検討する

開催時間帯を午後から午前に変更する 継続

両親教室(妊娠中か
らの講座)

夫婦がともに子育てについて学習
することにより、父親の育児参加
の推進を図る。

保健福祉 3回
Ｂ　事業内容をほぼ
達成した（80%）

参加者の満足度は高いが、参加率は
低い現状にある。

参加しやすい時間帯や曜日を検討。参加
しやすい内容を検討する

継続

フレッシュママセミ
ナー

４ヶ月～１歳までの子どもとその母親
を対象として、子育てに関する今日的
課題（食事や遊び等）について学ぶ講
座を開設し、親子のつながりや他の親
子との交流を深める機会を提供する。

社会教育
延べ24組50名

夏期　15組32名
冬期　9組18名

Ａ　事業内容を達成
した（100%）

子どもの写真の撮り方を町内写真館
に講師を依頼するなど新しいメ
ニューを実施することができた。冬
の参加者の拡大が課題である。

夏期は定員まで参加者があるが、冬期は
外にでづらいこともあり、参加者が若干
尐なくなっている。効果的な広報・周知
で対応していきたい。

継続

子育てサポーターの
養成(サポーターの
養成講習会、登録、
活用)

子育て親子を支援する人材の発掘
と養成のため、子育てサポーター
養成講習会等を実施するととも
に、登録し活用する。

児童支援
平成２８年度
登録者２２名

２名登録
Ｃ　一定程度実施で

きた（50%）

３名の申し込みはあったが、全講習
を受けられた方は２名というで、２
名しか登録でしてもらえなかった。

登録者の増に向けて､力を入れていきた
いのだが、なかなか人材確保は難しく
なってきている。

継続

２－１－２　障がい児施策の充実

２－１－３　児童虐待防止対策の充実

（２）　子育て支援のネットワークづくり

２－２－１　子育て親子の交流推進

２－２－２　子育てサポーターの養成

（３）　子どもの安全の確保

２　すべての子どもの育ちを支える環境の充実

（１）　要保護児童へのきめ細かな取り組み

２－１－１　ひとり親家庩の自立支援
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事業の評価、改善事項等 課題、今後に向けての改善事項等
今後の

事業方針
事業方針の内容（未実施・廃止・
中止の理由、追加・拡大の内容）

27年度実績 事業達成度事業名 具体的事業内容
担当
ｸﾞﾙｰﾌﾟ

事業量、目標
達成予定年度

子どもたちを見守る
活動の推進

「おはよう」「こんにちは」「車に気
をつけて」など、地域の子どもたちに
声をかけることや青色回転灯装備車両
による見守り活動を行う。

社会教育
子どもみまもり隊

登録者数
2,741名

Ｂ　事業内容をほぼ
達成した（80%）

明和大学学生を中心にみまもり隊登
録者を増やすことができた。

紛失に伴う氏名重複や転出など、実人数
を把揜する必要がある。

継続

交通安全教室の開催
小中高校、幼稚園、保育所、保育
園などを対象に交通安全指導を行
う。

まちづくり ２７回  ２,２０２人
Ａ　事業内容を達成

した（100%）
生涯教育として、交通安全教育を継
続実施し啓発普及を図った。

中高生については、学校の授業に取り入
れる余裕が無く、不十分である。

継続

交通安全ポスター・
作文コンクール

交通安全意識の啓発のため、町内
小中学生からポスター・作文を募
集し、作品を展示する。

まちづくり

・ポスター
　小学生３２６点
　中学生１０３点
・作文
　中学生　１２１点

Ａ　事業内容を達成
した（100%）

家庩からの交通安全意識の助長。
作品展示・入選作品のカレンダーの
作成により啓発を行い、交通安全意
識の高揚を図った。

児童・生徒数の減尐により出品数が減っ
ているが、今後も継続実施していく。

継続

消防チビッ子大会

子どもたちが消防署に親しみ､防火
に対する意識を高め、遊びを通じ
て火遊びなどを防止し、安心・安
全なまちづくりを行う。

消防署
年１回

約４００名参加
Ａ　事業内容を達成

した（100%）
消防への関心と、防火に対する意識
を高めており達成している。

マンネリ化しないように新たな事業内容
を
検討していく。

継続

子どもの安全確保の
充実

登下校時における児童生徒の安全
を確保するため、不審者情報を携
帯電話のメールなどにより周知す
る。

学校教育 継続
Ａ　事業内容を達成

した（100%）

教育委員会が把揜した情報が速やかに多く
の方へ周知出来、児童生徒の安全確保に繋
がっている。

導入当初からのシステムのため、ソフト
の更新が必要。（使用できるパソコンが
限られているため）登録者数の更なる拡
大を図る。

継続

子ども１１０番活動
の充実

子どもを犯罪から守り、被害を最
小限にするため、トラブルに巻き
込まれそうになったときに助けを
求められる場を確保する。

まちづくり ０件
Ｃ　一定程度実施で

きた（50%）

各自治会の防犯部長が登録世帯へス
テッカーの更新を呼びかけ、事業の
継続に努めている。登録世帯名簿の
整理を行ったが新規登録世帯がいな
かった。

新規登録世帯の募集。
既に登録済み世帯の情報更新。
子供達への周知。

継続

児童虐待防止対策の
充実(関連機関の連
携)

児童虐待を未然に防ぐとともに虐
待に遭った子どもを守るため、関
連機関の連携を密ににし、広報活
動などを行う。【再掲２－１－
３】

児童支援

通常保育事業

保護者の労働又は疾病などにより、家
庭において児童を保育することができ
ないと認められる場合に、保護者に代
わり、保育園(所)での保育を実施す
る。

児童支援
定員

常設　 　 １２０
人

実績
　　　　　１０３
人（最大在籍時）

Ｂ　事業内容をほぼ
達成した（80%）

年々児童数は減尐しているが、保
育に欠ける児童を対象に保育所
（園）での保育を実施できた。

１・２歳児の保育希望者増加傾向へ
の対応が課題である。

継続

保育園開放事業

乳幼児の子どもとその親に保育園
を開放し、遊びの場を提供するこ
とにより、子育て家庭への支援を
行う。

児童支援
２カ所
年６回

　2カ所
各保育園年6回

Ａ　事業内容を達成
した（100%）

予定通り園開放事業を実施でき、保
育園児との交流、紹介ができて良
かった。

保育園とも話し会い、交流を進めていき
たい。

継続

放課後児童健全育成
事業(学童保育所)

保護者が、昼間就労などにより保育が
できない小学生の児童を対象に、適正
な遊び及び生活の場を与え、児童の健
全育成を図る。【再掲１－４－１】

児童支援

（１）　保育サービスの充実

３－１－１　通常保育の充実

２－３－１　子育てを支援する生活環境の整備

２－３－2　子どもの安全を確保するための活動の
推進

２－３－3　子どもを犯罪等から守るための活動の
推進

（４）　被害に遭った子どもの保護の推進

２－４

３　仕事と子育ての両立の推進
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事業の評価、改善事項等 課題、今後に向けての改善事項等
今後の

事業方針
事業方針の内容（未実施・廃止・
中止の理由、追加・拡大の内容）

27年度実績 事業達成度事業名 具体的事業内容
担当
ｸﾞﾙｰﾌﾟ

事業量、目標
達成予定年度

一時預かり事業

保護者のパート就労などや疾病、
入院などにより、緊急・一時的に
保育を必要とする児童の預かりを
行う。

児童支援

実績２９９日
子育て支援セン
ター
町立保育園

Ａ　事業内容を達成
した（100%）

保育士の確保が重要と感じる。
利用者には、町のみ成らず民間、団
体等の事業も周知している。

保育士の確保。 継続

学童保育一時預かり
事業

緊急・一時的に保育を必要とする
小学生の児童の預かりを行う。

児童支援 未実施
Ｅ　着手できなかっ

た
受入体制の整備が困難なため実施す
ることが出来なかった。

緊急ではないが、急ぐ事情の場合は優先
して早急に保育を行った。

継続

妊婦健診時一時預か
り事業

第２子以降の出産の場合、町外の産婦人科医
院(医院)に通院するとき、託児する親族がいな

い場合に、子育て支援センターで一時的に上
の子の預かりを行う。

児童支援 延３９日(１２人）
Ａ　事業内容を達成

した（100%）

初めての方、妊婦さんに声かけを
し、サービスを知らせ､安心して健診
を受け手もらえたと思う。

今後も親達に周知し､安心して健診に出
かけられるよ場にしていきたい。

継続

多様な保育施策の充
実・促進

事業内保育施設や民間保育所など
の認可外保育施設に対し､保育内容
の充実のための助言や指導に努め
る。

児童支援 実施
Ａ　事業内容を達成

した（100%）
道で実施する立入調査に同行し指導
を実施している。

継続

へき地保育所の運営

上美幌、福住及び田中地区のへき
地保育所を、１月を除く１１ヵ月
間運営し、へき地の保育需要に対
応して保育を実施する。

児童支援
定員１５０人
実績　４９人

Ａ　事業内容を達成
した（100%）

各保育所、毎年１０人以上の児童を
受入し保育を実施できた。

継続

季節保育所の運営

毎年４月から１２月までの９ヵ月
間、農繁期などにおける就労形態
に応じ、地域の保育需要に対応し
て保育を実施する。(中央保育所)

児童支援
定員１００人
実績　6人

Ａ　事業内容を達成
した（100%）

平成25年度末で美園保育所を休所し
中央保育所１ヵ所での運営となり保
育を実施している。

利用者の減尐に伴い、平成28年度で廃
止予定とした。

廃止 平成2８年度で廃止とする。

父親の子育て参画の
啓発

父親が子どもと過ごす時間を設
け、母親がリフレッシュする時間
を確保するとともに男性の子育て
参加を促進する。

保健福祉 3回
Ｂ　事業内容をほぼ
達成した（80%）

両親学級で実施。 継続

両親教室(妊娠中か
らの講座)

夫婦がともに子育てについて学習
することにより、父親の育児参加
の推進を図る。【再掲２－２－
１】

保健福祉

放課後児童健全育成
事業(学童保育所)

保護者が、昼間就労などにより保育がで
きない小学生の児童を対象に、適正な遊
び及び生活の場を与え、児童の健全育成
を図る。【再掲１－４－１】

児童支援

学童保育一時預かり
事業

緊急・一時的に保育を必要とする
小学生の児童の預かりを行う。
【再掲３－１－２】

児童支援

コミュニティスクー
ルの開設

あらゆる世代がふれあい、語り合
い、学び合う活動を通して、子ど
もたちを地域全体で育てようとす
る交流の場を開設する。

社会教育 3小学校区で開設
Ｂ　事業内容をほぼ
達成した（80%）

各校区で主体的な取り組みを進めて
いただいた。各小学校区を中心に地
域の子どもは地域で育てるという意
識の醸成につながっている。

事業内容の充実を社会教育Ｇと情報交換
をしながら進める。

継続

（３）　放課後児童対策の充実

３－３　放課後児童対策の充実

３－１－２　一時預かりの充実

３－１－３　多様な保育施策の活用

（２）　男性を含めた働き方の見直しと父親の子
育て参画の促進

３－２　父親の子育て参画
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